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鹿田ムラの誕生
弥生時代中期後半（約2,100年前）には寒冷化が生
じ、土地が大きく南へと広がりました。鹿田遺跡周
辺は海に突き出るように微高地が形成され、そこに
集落が形成されました。海に臨む鹿田ムラの誕生で
す。
鹿田ムラは３件程度の住居で構成される小さなも
のでした。しかし製塩活動と特殊な井戸のマツリは
注目されます。両者はそれまでの岡山平野ではみら
れず、鹿田ムラは新しい生活スタイルをいち早く導
入した、先駆的な集落であったと考えられます。
モノ・ヒトが交わる舞台
鹿田ムラはその立地的な特性を活かした、交流の
舞台でした。そのことを示す遺物に土器がありま
す。弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて、鹿田
ムラでは他地域から搬入された土器が出土していま
す。土器は全体的なプロポーションが各地域で異
なっており、技術や胎土の地域性も顕著です。それ
らを観察することによってどこから土器がもたらさ
れたかがわかります。土器の移動からは各時期にお
いて、どの地域とつながりをもっていたのかを検討
することができます。
弥生時代後期前半はほとんどの土器が在地で作ら
れたものですが、香川県（讃岐）からもたらされたと
考えられる土器が出土しています。弥生時代後期後
半も同地域から土器がもたらされており、瀬戸内海
を縦断する南北の交流がメインであったようです。
一方、古墳時代初頭には、その状況が一変します。
讃岐に加え、徳島県（阿波）や、山陰、近畿地方で作
られた土器もみられるようになります。この時期は
前方後円墳の成立期であり、より広域な地域間関係
が形成されたと考えられます。
瀬戸内海沿岸への進出とモノ・ヒトの交わり
吉備
山陰
讃岐
弥生時代の鹿田ムラ
鹿田ムラ
旭川
近畿 阿波
古墳時代初頭の在地土器と搬入土器（鹿田遺跡第1・7・12・24次調査）
銅鏡は何を語るか
日本列島では、銅鏡は保有者の性格をあらわすも
のでした。弥生時代中期後半の北部九州では、王の
墓に中国からもたらされた銅鏡（漢鏡）が大量に副葬
されていました。それ以後、漢鏡を模倣して中国以
外の地で作られた銅鏡（仿製鏡）や漢鏡の破片も利用
されるようになり、銅鏡の保有層は一気に広がりま
した。また古墳時代前期の三角縁神獣鏡は、魏の皇
帝から邪馬台国の女王卑弥呼に送られた「銅鏡百枚」
とも関連していると言われています。銅鏡からは大
陸から日本列島におよぶ政治的なつながりや、地域
間関係の実態を読み取ることができるのです。
岡山県下の銅鏡
岡山県南部では、さまざまな銅鏡が出土していま
す。弥生時代後期の遺跡では小形仿製鏡や破鏡が出
土していますが、古墳時代開始期前後からは、完形
の漢鏡が流入するようになります。中でも三角縁神
獣鏡は、岡山市備前車塚古墳で11面が出土しており、
近畿地方以外では最多です。
また岡山シティミュージアム所蔵の伝庚申山とさ
れる銘帯対置式神獣鏡は、日本列島では希少な三国
時代の呉の領域で製作されたものです。また同館に
は魏の領域で製作された銅鏡と同じ特徴（長方形の
鈕孔）をもつ獣首鏡も所蔵されています。
弥生・古墳時代の銅鏡
（伝）庚申山
銘帯対置式神獣鏡
（岡山シティミュージアム所蔵）
出土地不明
獣首鏡
（岡山シティミュージアム所蔵）
吉原６号墳
上方作系浮彫式獣帯鏡
（山陽郷土資料館所蔵）
備前車塚古墳
三角縁神獣鏡
（東京国立博物館所蔵）
画像提供：東京国立博物館
岡山県下の銅鏡
備前地域の須恵器生産と鹿田遺跡
須恵器は青みを帯び、硬く焼きしまったうつわで
す。５世紀の初め頃に朝鮮半島から陶質土器がもた
らされ、時をおかず、こうした焼き物を作る技術も
日本列島へ伝えられました。大阪府堺市陶邑窯跡群
現在の岡山県備前市から瀬戸内市の一帯（備前地
域）は、古墳時代後期に中四国地方最大の邑久古窯
址群が形成されて以降、須恵器生産が活発におこな
われる地域です。　
７世紀以降に窯が築かれた寒風古窯址群で焼かれ
た須恵器は、藤原京や平安京に運ばれています。ま
た瓦葺屋根の端につけられた鴟尾、文字を書くとき
に使用する硯、文字が刻まれた須恵器、陶馬といっ
た国府などから出土する遺物も生産されています。
これらの遺物からは公的な性格の窯であったことが
考えられます。鹿田遺跡では７世紀前葉前後の短期
間に小規模な集落が営まれます。胎土分析の結果、
この時期の須恵器には寒風古窯址群で生産されたも
のが含まれていることがわかりました。瀬戸内海と
では大規模な生産が始められました。津島岡大遺跡
では初期段階の須恵器が出土しています。当遺跡周
辺では極めて珍しく、須恵器使用の広がりを考える
上で重要な資料です。
旭川の結節点に位置するという立地から、鹿田遺跡
も須恵器の流通をはじめとした経済活動の一翼を
担っていたようです。
また、鹿田遺跡で出土する平安時代前期（９世紀
代）の杯は、備前地域で生産されたものであること
がわかりました。さらに平安時代末～鎌倉時代（12
～13世紀代）の捏ね鉢は東播系が主体ですが、備前
産のものも確認されています。備前地域と鹿田遺跡
は、生産地と消費地という関係で結ばれていたよう
です。
古墳時代以降培われてきた備前地域での須恵器生
産は、その後備前焼へとつながっていきます。
日本列島における須恵器生産の開始
備前地域での須恵器生産と鹿田遺跡
寒風産の須恵器（７世紀：鹿田遺跡第１次調査） 東播系の須恵器（12世紀：鹿田遺跡第8次調査）
猿駒曳と牛が描かれた絵馬（８世紀後半：鹿田遺跡第24次調査）
殿下渡領と鹿田庄
平安時代に権勢をふるった藤原氏は全国に私有地
である荘園を有していました。その中でも摂政や関
白を輩出する藤原摂関家の氏長者に代々受け継がれ
る「殿下渡領」が全国に4ヶ所設置されました。その
4ヶ所とは大和国佐保殿、越前国片上荘、河内国楠
葉牧、そして備前国鹿田庄です。鹿田遺跡は鹿田庄
の比定地であり、多くの関連する遺構・遺物が確認
されています。
817年の文献には、「鹿田」の地でとれたお米が、
藤原氏の氏寺である興福寺でおこなわれた法華会に
おいて使われたことが記されています。このことか
ら９世紀前葉には藤原氏による土地開発が及んでい
たことがわかります。
絵馬が示す都との関わり
鹿田遺跡では８世紀後半の井戸から２枚の絵馬が
出土しています。１点には猿が馬の手綱を引く「猿
さる
駒
こまひき
曳」が、もう1点には「牛」が描かれていました。こ
の時期、猿駒曳の絵馬は他に例がなく、牛の絵馬も
最古のものです。奈良・平安時代の絵馬は、主に都
や地方の役所に関連する遺跡で多くみられます。
平城京では長屋王邸の近くから738年を下限とす
る最古段階の絵馬が出土し、邸内の井戸からは猿が
描かれた土器がみつかりました。当時の都では、馬
は人の疫や穢を祓い、猿はその馬の穢を祓う動物と
考えられていました。馬と猿を組み合わせた構図が
描かれた鹿田遺跡の絵馬には、都の祭祀に関する情
報が込められているかのようです。
殿下渡領、鹿田庄の成立
猿駒曳
　墨の残りが悪く、描線の痕跡の
みが確認されます。
　馬の口元からのびる手綱を、猿
が両手で引いています。猿は目や
耳が大きく描かれています。馬に
は鞍、障泥、鐙などが描かれてお
り、豪華に飾られています。
牛
　墨の残りが良好で、体の特徴
がよくわかります。
　角、蹄、尻尾は、牛の特徴が正
確に捉えられており、足の筋や前
脚から首にかけてが波打つ姿、
ひざの関節といった細かな部分
まで写実的に表現されています。
頭には房のような飾り、胴体には
帯が確認でき、牛も飾られていた
ようです。
屋敷地から居館へ
鹿田遺跡では12世紀には区画溝による屋敷地が整
備され、鹿田キャンパス全体に広がります。この時
期の屋敷地はほぼ同じ規模で、等質的に区画されて
いたと考えられます。
13世紀以降、その状況が一変します。敷地の西側
に大溝で囲まれた閉鎖的な空間が出現します。大溝
は小舟の往来が可能で、一部テラス状の張り出し部
があり、船着き場であった可能性もあります。その
様はまさに居館と呼ぶにふさわしいものです。居館
を囲む溝からは、旅芸人である傀儡まわしが使う猿
形木製品が出土しています。この場所がヒト、モノ
の集まるところであったことがわかります。
盛んな経済活動
平安・鎌倉時代には、食器などの生活用具が地域
を越えた広がりをみせます。また大陸からは多くの
陶磁器がもたらされ、日本列島の各地にもたらされ
ます。それらの動きからは、当時の経済活動の一端
を知ることができます。
鹿田遺跡では居館が誕生する13世紀以降に、より
活発な交流がおこなわれたようです。陶磁器では中
国龍泉窯系の青磁碗が出土しています。青磁碗は武
士と考えられる人物の墓に副葬されていました。ま
たこの時期の広域流通品である石鍋も複数出土して
います。鎌倉時代の物流において、鹿田遺跡に集っ
た人々が活躍していた姿が思い浮かびます。
居館の誕生と交流の活発化
ピンク：12世紀後半～末
　水色：13世紀後半
　緑色：14世紀前半
鹿田遺跡における居館の出現過程
（第６・７・17・26次調査）
猿形木製品と傀儡まわし（左：鹿田遺跡第７次踏査）
（右：洛中洛外図（歴博甲本）より）
滑石製の石鍋
（鹿田遺跡第９・11次調査）
墓に副葬された龍泉窯系青磁碗
（鹿田遺跡第25次調査：右頁下の墓から出土）
鹿田遺跡では副葬品を有する平安時代の墓が２
基、鎌倉時代の墓が２基みつかっています。墓の構
造や副葬品の内容はそれぞれで異なっており、そこ
からは鹿田庄が営まれた時代の人々の姿を読み取る
ことができます。
平安時代の親子の墓か
平安時代の墓は穴を掘って遺体をおさめた土壙墓
で、木棺などを用いた墓はみつかっていません。副
葬品は土師器の椀や皿、銭、玉で、際だったものは
みられません。ただし、２体の人骨が出土した墓は
異彩を放っています。墓の主は成年以上でしたが、
頭骨付近に置かれた木製の台には12～19歳以下の人
物の頭骨が置かれていました。子どもの頭骨には白
磁の皿と碗が被せられていました。特殊な儀礼行為
と言えるでしょう。
中世の墓と副葬品
鎌倉時代の武士の墓
鎌倉時代の墓には、複雑な構造の木棺に多様な副
葬品をおさめたものがあります。
烏帽子が出土した墓は、特に注目されます。まず
1.8ｍ×1.1ｍの墓壙が掘られ、さらに中央に径0.6ｍ
の穴が掘られていました。穴の中では11点の土師器
皿が折敷に乗せられ、中央には５枚の銭が鉄の棒に
通された状態で置かれていました。これを埋めた上
に1.3ｍ×0.7ｍの木棺が据えられ、烏帽子を被った
状態で熟年の男性が葬られていました。周辺には小
刀と毛抜きがありました。また被葬者の頭部方向に
は、墓壙と木棺の間に青磁碗２点、白磁皿２点が重
ねておさめられていました。烏帽子は武士が被る折
烏帽子でした。このような手厚い埋葬方法や豪華な
副葬品は鹿田遺跡で際立っています。被葬者は武士
で、かなりの財力を持ちあわせていたと考えられま
す。
鎌倉時代の武士の墓（鹿田遺跡第25次調査）
平安時代の墓
（鹿田遺跡第25次調査）
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編 集後記
　特別展示の準備中は、忘れかけていた調査時の記憶
がよみがえってきました。構内遺跡の調査成果をまとめる
にあたって、30年間の蓄積の大きさを実感しました。30
周年を新たなスタートラインとして、これからも前進してい
きたいです。（南）
現在の岡山大学津島キャンパスとその周辺（2017年9月15日撮影：半田山上空から）
農村から軍都へ
岡山城が築城されて以降、鹿田遺跡と津島岡
大遺跡は耕作地として利用されるようになりま
す。発掘調査では水田畦畔や畠の畝、野壺と考
えられるたくさんの土坑が確認されています。
津島岡大遺跡では、その状況が1907年以降
一変します。陸軍第十七師団が岡山に置かれる
こととなり、現在の岡山大学津島キャンパスや
岡山県総合グラウンドでは、駐屯地や練兵場を
つくるため田畑を埋め立てることになりまし
た。1907・08（明治40・41）年には大規模な工事
が行われ、周辺の山々を切り崩し、トロッコで
大量の土砂が運び込まれました。津島キャンパ
ス構内には、たくさんの旧陸軍関連施設が残さ
れています。赤レンガ造りの建物やレンガ作り
の門柱は現在も使用されており、当時の面影を
伝えています。
岡山大学の誕生と現在
戦後、連合軍に接収されていた旧陸軍岡山駐
屯地の広大な用地と多くの建物は1947（昭和22）
年に大蔵省に返還されました。同じころ、岡山
に総合大学を設立する動きもあり、旧陸軍駐屯
地の跡地はその有力な候補地とされました。戦
後の荒廃した世情もあり、第六高等学校の学生
数十名が毎晩徹夜で建物や用地をまもり、ガラ
ス等の盗難に警戒したと伝えられています。
1949（昭和24）年、新制岡山大学は、岡山医科
大学・第六高等学校・岡山師範学校・岡山青年師
範学校・岡山農業専門学校の諸学校を母体とし
て創立され、法文学部・教育学部・理学部・医学
部・農学部の５学部と医学部附属病院、放射能
泉研究所で発足しました。2017年現在、岡山大
学には11学部７研究科３研究所、大学病院そし
て附属学校園が設けられています。
農村・軍都・そして学都へ
